
第一部
第1章 第1回研究会の議論の整理
1. これまで資産形成が進まなかった理由・背景と

その解決策

第2章 第2回研究会から第7回研究会の議論の整理
①資産形成を促すために
②投資教育
③デジタルトランスフォーメーションと資産形成
④資産形成支援制度（DC、NISA）
⑤ナッジ
⑥ 投資家としての運用会社の役割（SSC、ESG、SDGs)

第3章「つみけんTargets 2041」とモニタリング指標

第二部 ターゲット達成に向けた15のアイデア
（客員研究員による提言）

2041年、資産形成をすべての人に ～5つのターゲットと15のアイデア～

“つみけん2020” では20年後の 2041年の資産形成のありたい姿 を描き、

その社会が実現されているときの想定水準を目標 つみけんTargets 2041 として設定

“つみけん2020” では20年後の 2041年の資産形成のありたい姿 を描き、

その社会が実現されているときの想定水準を目標 つみけんTargets 2041 として設定

「“すべての”人が、少しずつ時間をかけて、投資を継続し将来のために備えることが、
今この瞬間を大切に生きることに繋がる」と認識され、実践されている社会。

「“すべての”人にとって投資を継続することが社会への参画であり、
持続可能な社会を創造することに貢献できる」と認識され、実践されている社会。

「“すべての”人が、少しずつ時間をかけて、投資を継続し将来のために備えることが、
今この瞬間を大切に生きることに繋がる」と認識され、実践されている社会。

「“すべての”人にとって投資を継続することが社会への参画であり、
持続可能な社会を創造することに貢献できる」と認識され、実践されている社会。

“つみけん2021”以降のテーマは、団塊ジュニア層、あるいはリタイア層の「資産活用」や、ESG投資を想定（ESG投資に係るターゲットの設定についても検討）“つみけん2021”以降のテーマは、団塊ジュニア層、あるいはリタイア層の「資産活用」や、ESG投資を想定（ESG投資に係るターゲットの設定についても検討）

つみけんTarget１ 現役世代の年代別保有金融資産の中央値を2倍
つみけんTarget２ つみたてNISA及びDC等による積立投資総件数を4,000万件
つみけんTarget３ つみたてNISA及びDCの残高を150兆円
つみけんTarget４ 株式や投資信託を保有している人の割合が100%
つみけんTarget５ 金融教育を受けたことのある人の割合が100%

つみけんTarget１ 現役世代の年代別保有金融資産の中央値を2倍
つみけんTarget２ つみたてNISA及びDC等による積立投資総件数を4,000万件
つみけんTarget３ つみたてNISA及びDCの残高を150兆円
つみけんTarget４ 株式や投資信託を保有している人の割合が100%
つみけんTarget５ 金融教育を受けたことのある人の割合が100%

2041の目標：「つみけんTargets2041」

「2041年の資産形成のありたい姿」

・つみたてNISA口座開設率、一般NISAの積立契約件数、
・つみたてNISA残高
・つみたてNISA非稼働率、・DC（企業型・個人型）加入者数と加入率
・非課税積立制度認知度（NISA、つみたてNISA、DC（企業型・個人型））、
・投資信託平均保有期間 等

・つみたてNISA口座開設率、一般NISAの積立契約件数、
・つみたてNISA残高
・つみたてNISA非稼働率、・DC（企業型・個人型）加入者数と加入率
・非課税積立制度認知度（NISA、つみたてNISA、DC（企業型・個人型））、
・投資信託平均保有期間 等

モニタリング指標 16点

業界全体の「オープンな調査研究プラットフォーム」として、多数の外部有識者を招聘。
資産形成の普及・促進に向けた課題やその解決のため、資産運用業界のみならず広く金融業界としてどのような気運を高めて行くべきか等を研究テーマとして活動している。

議論

現状分析・
論点整理

ターゲット・
モニタリング設定

施策提示

「すべての人に世界の成長を届ける研究会」報告書の概要


